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3. まちと水辺の未来像 

 

和歌山の水辺のありかたを地域のステークホルダー、水辺でなにかをやりたい主体、ま

ちづくりの主体、行政などが未来志向で和歌山の水辺の未来について語り合える会議等を

開催した。これは、なるべく多くの人からわかやまの水辺のあり方をヒアリングするため

の試みでもあるが、同時に多くの人々に水辺に関心をもってもらい、和歌山の水辺の未来

を多くの人々に「自分事」のように感じてもらうための取り組みである。 

 

図表 3-1-1 

 

結果として、毎回たくさんの関心のある方々に参加していただいて、水辺のまちづくり

に対する関心を高める事ができた。 
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3.1. 水辺のありかたを議論する場：ミズベ会議、水辺シンポジウム等の概要 

和歌山の水辺のあり方を開かれた場で議論するために、ミズベドリンクス、ミズベ会議、

ミズベシンポジウムを開催した。開催概要は以下のとおり。 

 

 ミズベドリンクス 

（詳細は「資料編 2-1-1～ ミズベドリンクス」各資料参照） 

・開催日時：2016年 12月 19日(月) 18:30～ 

・場所：BAR NO．11（バール・ヌメロオンセ） 

・主な内容 

・トーク 「水都大阪のはじまりから裏話」 泉英明氏 

・7人の登壇者によるプレゼンテーション：「和歌山の水辺なう」

Powered by PechaKucha 

・ゲストスピーカー：泉 英明氏／都市プランナー 

・参加人数：73名 

 

 

 

 

 

 第１回ミズベ会議 

（詳細は「資料編 2-2-1～ ミズベ会議 01」各資料参照） 

・開催日時：2017年 1月 25日(水) 18:30～ 

・場所：みんなの学校２階 

・主な内容 

・前回の振り返り 

・プレゼン「内川のこれまでの活動について」野井和重氏 

・講演「北浜テラスとバックキャスティング的手法について」

松本拓氏 

・ワークショップ「ＭＺＢ４８」水辺でやりたい事！ 

・目的の説明 

・ワークショップセッション 

「わたしならこうする！ MZB48」:4チームに分かれてワークショップ 

・シェアタイム&まとめ 

・プレゼン「オープンイノベーションについて」岩本唯史氏 

・ゲストスピーカー：松本拓氏／北浜水辺協議会理事 

・参加人数：75名 

 

 

 

ミズベドリンクスの様子 

ミズベドリンクス：泉氏 

第 1回ミズベ会議 WSの様子 
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 第２回ミズベ会議 

（詳細は「資料編 2-3-1～ ミズベ会議 02」各資料参照） 

・開催日時：2017年 2月 10日(金) 18:30～ 

・場所：みんなの学校２階 

・主な内容 

・前回の振り返り 

・プレゼン「ここまで調べました」 

・講演「タクティカルアーバニズムとはなんだ？」泉山塁

威氏（詳細は「資料編 3-2_ミズベ会議 02泉山氏資料」参照）。 

・ワークショップ「使う人をイメージしてみよう」 

・自己紹介と「まとめ」の意見集約 

・「利用する人目線で考える」「市堀川をつかいこなすひとのイメージをしよう」： 

:4チームに分かれてワークショップ 

・シェアタイム 

・ゲストスピーカー：泉山塁威氏／一社パブリックプレイスパートナーズ代表 

・参加人数：45名 

 

 ミズベシンポジウム 

（詳細は「資料編 2-4-1～ ミズベシンポジウム」各資料参照） 

・開催日時：2017年 3月 12日(日) 14:30～ 

・場所：東ぶらくり丁特設会場 

・主な内容 

・前回の振り返り 

・講演「官民連携の最新動向とオープンイノベーション」辻田昌弘氏（詳細は「資料編

3-3_ミズベシンポジウム辻田氏資料」参照）。 

・「ミズベリングプロジェクトとかわまちづくりについて」田中里佳氏（詳細は「資料編

3-4_ミズベシンポジウム田中氏資料」参照）。 

・フィッシュボール「和歌山の水辺からはじまる素敵な未来について」 

・タスクフォースの発表 

・ゲストスピーカー： 

・田中里佳氏／国土交通省水管理・国土保全局河川環境

課課長補佐 

・辻田昌弘氏／東京大学公共政策大学院特任教授 

・参加人数：62名 

・同時開催：メガサップボード体験会（日本シティサップ協

会） 

 

  

第 2回ミズベ会議 WSの様子 

ミズベシンポジウム同時開催 

：メガサップボード体験会 

ミズベシンポジウム 
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3.2. 12のバリューと 8つの支える仕組み 

3 回にわたって開催された水辺のワークショップ（水辺ドリンクス一回、水辺会議 2 回）

でたくさんの方々からいただいた、和歌山の水辺の将来への思いを事務局でいったんひき

とった上で分類整理すると、こんな価値観を大切にしたいという 12 のバリュー（価値）と、

8 つの支える仕組みに分けられた。それをひとつの絵にまとめると、根から茎、葉っぱで大

きな花を咲かせるという「わかやまに咲く水辺の花」大作戦というひとつの絵にまとまり

ました。 

 

「わかやまに咲く水辺の花」大作戦

は、水辺の未来を大輪の花を将来咲か

せる様子にたとえ、それを太い幹と立

派な葉っぱと根っこで支えるというも

の。 

ひとつひとつの花びら自体は 12 の

ビジョン、茎と根っこと花の中心は、8

つの支える仕組みを示しています。 
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 【12のバリュー】 

 

ワークショップで多く

の人々から聞かれた、きれ

いな川を実現したいとい

う思い。 

さわれる、およげる、魚

釣りが楽しめる、流れを復

活させたい、というさまざ

まなアクションを実現さ

せながら、川を多様な主体

で綺麗にする。きれいな川

をつくりたいという価値

観を共有した。 

 

 

 

 

 水辺が都市のなかにあ

らたに生まれる居場所に

なるのではないかという

期待がワークショップで

聞かれた。 

椅子があってサンドイ

ッチを持って食べられる。

子供が安全に遊べたり、ち

ょっと立ち止まりたくな

る場所になることが望ま

しいという価値観。 
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市堀川を江戸時代のよ

うに船でたのしめる時代

に対する渇望がワークシ

ョップで明るみになりま

した。イベントとしての

船はすでに実現していま

すが、日常使いの船の交

通やレストラン船として

の魅力的な事業が創出で

きるといいなという価値

観。 

 

 

 

 

和歌山の中心市街地の

なかで数少ない自然を感

じることができる場所で

ある水辺を、よりグリー

ンにしたいという思いが

ある人がたくさんいるこ

とが確認できた。 

緑を水辺で増やしたい

という価値観。 
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まちなかの水辺でア

クティビティをやりた

い、やる環境がうまれた

ら楽しいに違いない、と

いう意見が沢山聞かれ

た。 

そのような体験がで

きるまち、という新たな

価値を和歌山が獲得す

る未来。 

 

 

 

 

過去和歌山の水辺で

繰り広げられた、河岸。

納屋河岸を復活させた

いという思いをもった

方がいらっしゃいまし

た。日常的に商空間とし

て水辺が豊かだといい

なと思う人々の価値観

と統合して、過去あった

河岸の現代的なもの（マ

ルシェ）があったらいい

なという価値観。 
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単に歩ける川でいい、ウ

ォーキングしたくなるよ

うな環境を獲得するとい

う価値観が聞かれました。

そういう体験が日常的に

あって、それを想像して

維持するという価値観 

 

 

 

 

 

 

 

ひとびとがあつまり、

なにかを共に体験できる

ような場所としての水辺。

そのような華やかな場所

であってほしい、という

価値観。 
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水辺で食事がしたい、そ

んな場所がほしいという

価値観。かつても川沿いに

魅力的な飲食店が生まれ、

今日でもその伝統を引き

継ぐ店もある。水辺からあ

らたな和歌山の食文化を

つくる、それが和歌山の新

たな価値になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お城とともに歩んでき

た市堀川。和歌山の歴史

性を無視した水辺という

よりは、その歴史とうま

く繋がっているというこ

とを、価値観として大切

にしたい。 
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水辺のまちづくりをや

るからといって、昼だけ

を考えるのではなく夜も

大切にしたい、という価

値観。すでに魅力的な飲

食店が水辺にいくつかで

きてきたことをさらに発

展させて、公共空間が歩

きやすくセンシュアスに

なって、飲食店の魅力と

ともに、たくさんのひと

を惹きつけるイメージ。 

 

 

 

 

 

 

 

子供や大人が水辺で

さまざまな体験をでき

るまち、という価値観。

教育を重視するまちに

変貌する中心市街地に、

体験を通して学べる場

所が水辺に必要なのか

もしれない。 
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 【8つの支える仕組み】 

 

ワークショップで出された意見をもとに、和歌山の水辺を魅力的にするために必要な仕

組みを８つに分類しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A) 桟橋、川の駅＝川との接点を維持する 

現在は川を体験できる場所は非常に限られている。川へ物理的に近づける場所を整

備してその場所からさまざまな水上アクティビティへのアクセスを生む。そのため

の接点をまずつくって日常的に運用してみる。 

B) 中間組織 

行政に任せるのではなく、市民も主体的に水辺のまちづくりにコミットするために、

中間的な役割が必要。PPP エージェント、トライセクターリーダー。 

C) 官民連携のフェスをおこなう 

単にイベントをこなすだけではなく、官民の連携をよりよい関係性を構築して信頼

関係をつくるために、イベントを行う。イベントをともに成功させることによって、

多様な主体間で関係性を構築することができる。 

D) 内川ファンドを含めた財源の確保 

水辺のまちづくりを推進していくためにも、財源が必要。官民で出し合ってファン

ド組成するなど、ともにつくりあげていく考え方。 
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E) メディア、PR を推進 

水辺の魅力を多様なひとびとに伝えるために、常に広報、メディア、PR を行い、そ

の場所の価値を作り上げていくと共に、他社との関係性のなかから、物事を評価し

ていく、という姿勢。 

F) 民間不動産の活用推進も行う 

水辺は公共空間だけではなく、民間不動産が面している部分もある。民間不動産が

水辺に向いて魅力的になれば、和歌山の水辺も魅力的になる。そういう視点でリノ

ベーションスクールの枠組みを生かして水辺の魅力創出をする。 

G) 交通を考える 

中心市街地の水辺へやってくるさまざまな人々の動線も考え、自動車交通、公共交

通、歩行、自転車、水上交通などを含めて総合的にとらえて、水辺の魅力につなげ

る。 

H) 協議会をつくる 

これらのあたらしい取り組みを後押し、評価する地域の意思決定機関である協議会

が必要である。 
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 【短期、中期、長期目標】 

12 のバリューと 8 つの支える仕組みの達成時期を短期、中期、長期にわけて、やりやす

いところから実践すると共に、中長期的にどうすればいいのか考えながらすすめる必要が

ある。考える主体は、和歌山市ではなく、和歌山の水辺をどうにかしたいという関心のあ

る方々すべて。 
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3.3. ペルソナ 

第２回目のワークショップでは、参加者に和歌山の水辺を将来たのしむであろうペルソ

ナを設定させて、そのひとが使う水辺のシーンを描いてもらうという試みを行った。 

4 つのペルソナが構想され、和歌山の水辺を楽しむひとびとの姿を想像して、どのような

水辺であるべきかを逆算してかんがえるきっかけとした。また、第三回のワークショップ

で網羅できなかったペルソナ 3 つは事務局で追加した。 
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ここまでの案は、第三回のワークショップで参加者が構想しました。 
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3.4. タスクフォース 

具体的に社会実験を行うというフェーズになった時に、民間で社会実験に参加したいと

いう人々はどれだけいて、どのようなことをやりたいのか。タスクフォースは、今後実際

にどのようなチームでどのようなプロジェクトを推進したいかを関心層にヒアリングし、

それぞれのチームごとに関心事を表明してもらったものです。このチームが実際にタスク

フォースとして和歌山の水辺の課題解決や魅力創出のために属人的に推進してくださるこ

とと思います。 
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